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本論は,京都大学東南アジア研究センターのマレ-シア ･インドネシア調査計画に基づいて,

1964年 7月～12月,1965年 6月～10月の 2回にわたって,マラヤ北西部の-稲作農村において

行なわれた社会人類学的調査のしい問報告の第 3部である｡

調査地パダンララン村 (KampongPadang Lalang)の土地所有や経済事情については, す

でに, 『東南アジア研究⊂=jj第 3巷第 1号 (1965年 6月)に,また,家族の特徴については,同

誌第4巻第 1号 (1966年 6月)において報告した｡本稿では,農業,特に稲作のための農業労

働とそれに関する共同労働の形態を記述の主内容とする｡農業労働の技術的な側面の記述に一~)

いては,京都大学農学部農学教室の高村泰雄氏に専門的な観点からチェックしていただいた｡

記して感謝の意を表 したい｡

調査地の概要については,最初の報告で述べたので,ここでは最少眼に必要なことだけを略

記する｡

パダンララン村は, ケダー州の苫府アロールスター (AlorStar) の北酉約 5マイルに位IEi'fLf.

する｡村の中央をアロールジャンブス川 (SungaiAlorJanggus)が,北酉から南東-貫流し,

家屋はこの両岸に沿って細 長 く分布している｡川沿いの居住地帯の外側に,水け1が碁盤の目の

ように広がっている｡隣村との境界は一見したところ明瞭ではない｡

総人｢u,538は,マレ-人978(63.6%), 申国人546(35.5%),イン ド･パキスタン人14(0.9

/'J/o')から成る.中国人とインド･パキスタン人は,村の北班端に密焦 して居住し, ほとんどの

者が,商業, 精米業, およびこれに関連する職業に従卓している｡マレー人根岸206の職業構

成は,表 1のごとくである｡これ らのうち,本論が分析の対象としているのは, 外来者である
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Ⅰ羽･｣甘 Jq:マラヤ北西部oj稲作農卜j

巡 企, 止吏, ホ スヒタル ･アシスタン ト

ll)JI,:r(::帰を隙いた195性 器であ るC

1 土地 ･気象 ･水

ケダー＼凹!YIOjほとんどuj;I/,15')十三,減抜 3m

に満たない低地である｡ 満潮時 に水路を通

じて流入す るf毎水の処 [帯は, 水lllを 考慮に

入れ ると,かな り･rT:要引 現題で ある｡ ､冊 j,

U)ほぼ申心邦に位lF;fL,1:するパ ダ ンララン付uj

最 も高い地点も淘抜 2m 帖 空で あ り, 付 か

ら.it'lj-JFl1r･･までの7-8km のilHでは 1-2m に

過 ぎないL,1)iTElj一水の逆流を剛直するために,

f'+水路 には水 門が設 け られ ている. 水 門は

同日､打二水JLWj水を II;/,隼化することによって,

溝勅に も役 立っている｡
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表 2 /j 辛 iIJ /示 JI.LrL (CC) AlorStar,1955-1964

午

｣･1

ワ
し
3

4

tI
J

6

7

8

∩
コ

0

｣
1

2

1

1
1

1

19551956195719581959196019611962

22.8 26.2

27.6 27.6

28.7 28.2

28.2 28.2

28.0 27.8

27.3 27.3

27.2 27.2

27.0 26.8

27.2 26.6

26.9 26.7

26.3 26.7

26.1 26.1

46916391

4

9

3

3

6

4

8

9

4

3

7

6

7

7

(kU
8

7

7

6

6

6

6

5

6

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

3

7

7

7

9

3

4

9

9

2

5

4

5

6

7

8

7

7

7

6

6

6

6

6

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

3

9

4

7

9

2

1

7

0

2

5

3

′

6

6

7

7

7

7

7

6

7

6

6

6

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

6

3

7

8

9

2

8

3

5

1

6

9

6

7

7

7

7

7

6

7

6

6

6

5

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

1

1

3

4

4

9

8

6

2

5

7

9

7

8

8

8

8

7

7

7

7

7

6

6

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

3

7

8

4

4

1

4

1

2

2

7

9

7

8

8

8

8

8

7

7

7

7

6

6

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

6

2

9

6

1.〇
9

0

6

4

1

1

9

7

8

8

9

8

7

8

7

7

7

7

CU

2

2

2

2

(ソ山
2

2

2

2

2

2

2

3

6

4

4

4

一

.
3

.
8

.
3

.
3

.
7

.0

6

7

8

8

8

7

7

7

7

7

7

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

辛

巧

26
.
3

27
.
6

28
.
2

28
.
3

28
.
1

27
.
5*

27
.
3

27
.
1

26
.
9

26
.
7

26
.
6

26
.
4

*1957を除く9カ年平均

類値は,AlorStar,MeteorologicalServiceより得られたもojDFから換算｡

i) E.H.G.Dobby,"TheNorthKedahPlain,''jllconomic Geography,27.4(Oct.,1951),
pp . 287f･,295.
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年
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東 南 ア ジ ア 研 究 軍5巻 第 1号

表 3 月 間 降 雨 量 (mm)
AlorJanggus,1955-1964
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数値 は ,Departmen t of Irrigation and
inch よ り換 算｡

はだ不快であるが, 乾季の東風はさわやか

で,特に乾季のはじめの朝夕は, 日本の初

秋を思わせる｡

ケダー平野は, ほとんど水稲の単作地帯

である｡ 農作業は雨季の開始とともに始め

られ,7- 9月に田植えが行なわれる｡満潮

時に水Pはミ閉ざされるので, この日]j:/i紬こ豪

雨があれば,水路からあふれる水は,容赦電

く水四 ･居住地 ･道路の低地に浸入する｡

このような 状態が日用ftT-.え直後に起 これば,

低地の水Ll｣の苗 は腐敗 し, 苗 の植 えかえが

必要となる｡ したがって, 連邦政府の漕猷

局(TheDrainageandIrrigationDepart-

ment)の駐在官吏は, この時,Lglになると,
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図 1 調査地付近の気温と雨量(1955-1964平均)

気配:StationAlorStar
雨量 :StationNo.18.AlorJanggus

水路の水量や, 雨量に糾 か く神経を使 う｡

高度の腐棉土を含む灰色や黒色の粘着性oj強い土地は,雨季には,ねぼり克己を帯び,膝までは

まり込む個所が少なくない｡ 乾季には,それもすっかり閃 く乾燥 し,裏作が不可能な状態となる｡

このような粘土質の土地は,水分を永 く保つため,稲作には非常に効果的であるといわれてい

4 - 4-



l廿ト 坪内 :マラヤ北西部の稲作農村

るが,什戸には適 してい左上｡.('日用 レ)/j(.'ミ∴浩 二泥で湖 上 蝕み 火として:a:イ二通､-1でLf)ろ｡,Ll'通 ,小

さな池o)ような形を した 廿戸(telaga)しノ)水が飲み水に用いられるcLか し,こC/)]F二戸も沼/tだ水

を調えたものは少ない｡付人によ畑 且 再/Lた､水が得られろ廿戸は,村cj)内外に20桐もあるかな

瀧り (keroh),塩 辛く(payau)チ,るoLたが って,政軒が陀李の 必要なL小 二欺料水,Ji-倶拾 Lは し

水の問題は, 飲み水 C/)みに留まI,チ,∴ ､｡

副 った河C/)水は, 1IJJ:Ilu〕水浴 (mandi)にも

用いられる｡陀李には河水は- 回流 .7), 量

も少な くなる｡そこで,付人は､ 再圧U)読

れの端に,i.5m位C/)深 さの水浴用L/)くぼみ

･封,Elてる｡これ らは..'下戸で 日J束JHL/〕fJU)とし

て裾 られるが, そこか ら比較的制 りtJ)膏い

水が涌いて出る｡

雨 季の洪水 (ayerbar) 1回と李U〕水不足

は,砧/日和こ好ましい伏泥で.悠fi:い ｡

それに雨季 の夜に雨が降 吊竜宮1, ㌧古rE.JL

は21oC位まで伏 卜L, 陀李 uJ皮には 18-

19oC 位 に 気iTE.ItLが 卜がろujは珍 しくたい｡

このために, サロン以外に皮石類を三三とん

ど持たず, また通風のよい代 上衣局に住む

マ レー人 農艮は呼吸試射');史にか か り易い｡
村人の｢.用で最も'sいとされ る病気は, (1)

潰場,ただれ, , 折癖などの｢:ZIE,引rJ右

(2)急性 /,<L'肯文炎, 甘 性六･'lL';.L'友炎など跡 申 反

器扶患,(3)急性結膜炎などの服吋,If, (4)卜柚

や告!f:_虫によるt｢胴射針 -,二などである｡ ニU)

ような疾病は, 農尺の労働力に少γよからず

影響を与える｡2)

表 4 耕作雨情別 ･ 卑業雅業別農家叛*
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2) 村人の病気に対処するた拙 二, 胞偵 所 (dispensar)',tempatubat)が mukim 里位に増設され

ているようであろ o バグンララン付注肥西端J)アロールジ十ンブス(AlorJanggus)にも,f吊繋な西

洋風平屋建ての弛才紬 軒が｣i;)り,ホスヒ';ル ･アシスタント土よばれ :yJlJF'i2告と助F圭帰1㍗.が常勤し

jilll者が来て,薬が無料で与えられ ノ㌦
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表 5 耕 作 規 模 別 農 家 家 族 形 態

家族形態

耕作規模

単 身*
S

3relong 未満 2

3 - 5未満
5 -′ 10 1

10 - 15 1

15 -

計 4

夫婦のみ*
M

2

2

2

3

核 家 族*
N

1

8

6

8

｢hU

2

2

2

族家
Ⅹ

5

6

15

6

2

大
E
紘

014691

0

6

4

8

7

3

3

4

1

*孫などをひきとっている場合をも含む｡ 詳しい分類基準は, 口羽 ･坪内 ｢マラヤ北西部の稲作農
村- 婚姻 ･離婚 ･家族の特質について｣『東南アジア研究〔_n第 4巷節 1号参照｡

目 鼻 家 .労 働 人 口

パダンララン村に定着するマレー人195世帯のうち135世帯が,実際に水田を耕作する農家で

ある｡ これらの農家を耕作規模別にみると表 4のようになるo 小は3/4relong(約0.2ha)から

大は23relong(約6.4ha)に至るまでかなりの巾があるが,平均は6.4relong(約 1.8ha)となる｡

このような水田を耕作する農家の労働力を調べるために,まずその家族構成に目を注 ぐこと

にしよう｡ 表 5は,農家の家族形態を耕作規模別に示す｡耕作規模が 5relong未満の農家と,

5relong以上の農家との問に, 拡大家族の割合に関してかなりの差がみられる｡ この差は,

5relong以上の農家における労働力の必要性, および扶養力によって∠生じたものと思われる｡

とは言え,核家族の占める割合は,いずれの場合で も最 も大きい｡

核家族が多いということは,一戸､l'1りの労働力が比較的少ないことを予想させる｡-農家あた

りの労働力を耕作規種別に示すと,表 6のようになる｡最も多いのが,男 1女 1という形である｡

パダンララン村においてほ,男性が荒おこしを田当し,女性が刷 的えと刈入れを勘当すると

いうように,農作業における性的な分業がはっきりしている｡ したがって,各農家は少な くと

も男女各 1名の労働力を保有 しなけjMま,満足に稲作を行なうことができない｡それにもかか

わらず,表 6から分かるように,総農家数135のうち,男手を欠 くもの9,女 手を欠 くもの17が

表 6 耕 作規 模別 にみ た農家 の労 働 力 1964.10

労 働~力

耕作 冊 L.i.

3rolong未満
3 - 5未満
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計

男

女

i

q
H川川U
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FLl｣･坪1㌧T:マ ラヤ 忙西部の稲作農村

存在す る｡また逆に 21'711十C/)EP]T-･左石す るもレ)悠25, 2告IJJ･_U)/LJl-T･を有す るもU)は14に過

に してい ろ ｡ その上,既に述べたような/:rElrF･_l/f:.Lc,)悪 条件弓,労 働 力をさらに減少せ しめろこ と

が あるo

H 卜のような-I-ill1-J衣当りL/)低い労働 力を補 う意味で, F'iらは耕作す る上地をjJj':たないFZl'ヒ業労

冊者の存在が~可能 となる｡ パダンララン村に悠,rEJ一法業労働を l:.業とす ろ世帯が27あ り, この .工

かに小規模農家の余剰労働 力を加えて, 里 J'･121vT. kJ/-24名C/)Fl畏業労働者 が 存在す ,7,｡

川 栽 培 植 物 と 家 畜

1. 歳 招 帖 的

マ レーll'3艮が土に哉情 していろ作r,/J･悠水稲でLi=)る｡ 水稲に悠,そレ),半日判｣fHH二よって,早/辛

(padiringan- 播種後約 6カll).申牛 (padipertengahan- 約 7カ月).帆/i:.(padiberat

- 約 8カ月) の 3種があるC こ/iLご〕シ)うちに, さらにい く/)かC/)晶仲があ って.村人は,そ

れぞれに名をつけている｡ 榔7干｣で, 早/L:.:二 sesatgoi.padiburma,radin keling,intan

terpileh な どがあ ご), 申圧には, Pulothitam,Pulotsutra,晩住には, intanmerah,anak

didek,padisepot,sesatkelabu,padirambai,pechahjelapangな どが あるといわれろ｡ こ

れ らの晶析の名についての村人の加 鉦 ま,きわめて慢味である｡

常識的には,農艮は,耕作両損や芳働力を考J,F封二入れて, 甘半 申隼 ･晩 /卜.を通 ＼【'(量ず√,柿

えるとも考え られ るが, ランダムに調 査した43廿.｢Zj申, 早′牛または晩圧C/)み引 再えている畏家

冒,約半数の23世帯Pで,そC/)うち20廿日告ま晩/巨ノ)みであった ｡ 桟りC,)20廿 甘悠, 早/I:_と晩什o)

2種類を主に帖えている｡ しか し,哉｣,JTEr.7IWHi女と粧作規位の人中 とは何 らC/)帖 牡頼ミナよい｡

このように,労働力跡 Lrj=｢fu的IPjLl分を 考えて早牛と晩/i:./lil-帖える配慮を必要 とL,fL,:いU)且 偉

述す るような労働の扉用が容易なためで もあろ うr,

水稲以外に, タピオカ(ubikayu).ささ.'j'(kachangpanJang- Vignasinensis),とうが

らしの-一種 (chabai- Piperlongum),)こほおず き (brinjal,terong),かば千 や(1abu,ketola),

とうもろこし (jagon)などを庭兄に/i)しげか .I)作っている県′衣もあるが,そ0)数は ご くわずか

ように.マ レー農民の家の庭は,雨季にIj:排水が悪 くて,泥沼cJ)よ うにな り,乾季には地判れ

がす るほど乾燥 して しま うC このようナi:車情が.マ レーrJfi-艮一般 に,什衷消門oj野菜作 りに対

多少積極rr吊こ作表fHL1-川]o)野 菜旬 日の畔などに帖えは LJノ)ている者もあるが, これ らは例外的
な存在であ る｡

稲や野菜のほかに,果樹があるが.村内でみ られ る果樹 cJ)柿酢悠 /95くないO赤鉄 C/)J美 (buah

77



東 南 ア ジ ア 研 究 第5巻 第 1号

sawa),侶橘類 (limau),パパイア (buahbetek),蒲桃の類 (jambukeling,jambumerah,
jambuayermawar),や し (kelapa,nyior),バナナ (pisang)などが庭先に植えてある｡ こ

れ らの果実は,いずれも自家消費用であ って,ジャンプ (jambu)などは,まだ十分に熟 さな

いうちに子供達が食べてしまう｡ パパイアは, 9月頃か ら食べ られるようになるが,多 くはな

らない｡や しの実は 1個20セ ン トで亮れ,店頭では25セ ン トの値がついている｡

その他の主な樹木 としては,竹 (buloh),ニ ッパ (nipah),ぴんろうじl♪(buahpinang)な

どがあるが,いずれ も人ズ描勺に栽培されないで, 自然になるがままにまかせ られている｡竹は

家の曙や龍つ くりに,ニ ッパは屋根茸の材料に用いられ,ニ ッパ酒 (れiranipah)やニ ッパ酢

(Chukanipah)などを作るのにも用いられる｡

2. 家 畜 ･家きん

農民によって飼 育されている家畜 ･家きんは,水牛 (kerbau),牛 (lembu),由宇(kambing),

鶴 (ayam),あひる (itek)などである｡水牛は主 として水il｣の借地に使用されるが, 食用に

も用いられる｡その他のものは食用のためである｡

家畜は購入す ることもあるが, pawah とよばれる慣習によって 封こ入れる方法 もあるO 例

えば,AがBの水｣牛を世話 し,小牛ができた場合にその代償 としてもらうとか,10羽のひよこ

を習てる場合,育てた者は 3羽を餌育代 としてもらうなどというのがこれである｡

水牛を銅育す るには,銅料の確保,および使役のために,若い男の手が必要であ り,この労

働力の存在如何が,水牛保有の一条件 となっている｡

水牛所有状況を耕作規模別にみると表 7のようになる｡5relong以上 10relong未満の農家

において所有率が最 も高 く(56.8%),10relong以上 15relong未満(50.0%)がこれに次いで

いる. これらは中堅的な農家で,自分の水牛を使 って耕作を行なっているものと思われるが,

このことについては,後に詳述す る｡土地を全 く耕作 しないにもかかわ らず水牛を有するもの

があるが,この理lilは先に述べた農業労働者の存在,および pawahの制度と関連 している｡

表 7 耕 作 規 模 別 水 牛 所 有 状 況

畑作Jr右 tl.iL

水生 頭数 .

8

1964.10

1､.･ ･2

2 5(16.6)と 7
;)4 ( 8･4 )

4 1 ノ

5

有 無不明 1 ( 1.7)

10

(27.8)

6(85･7%)i

(50.0): 1 (14.3)

140(71.9% )

22(ll.3 )

26(13.3 )

3( 1.5 )

2( 1.0 )

1( 0.5 )1( 0.5 )

- 8 --
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rrr羊.鮎 およ:J'､家什iuj所有~帖 ､兄悠,表8-表10U)通 りであるO耕作規イ樹伸 二みてIJ,水牛

a)場合ほどきわだった佃 刷封別海できないが,現･J表明日二√申 ては,5relong以 上 10relong

末子[:E..i-,10relong上目二15relong 付 帯 15relongl上回〕比較的人き左耕作:r(細 注 付する農家

において多く銅召されており,r吊勺ニー-)いて.7ま. 3relong廿 仁5relong /信r,Ff..)は いう伸 二おい

て最も所有率が高 く,3relong 来満カに わに次いでい ろ ｡

耕 作 規 模

0
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

ilni-

所有rr.111類

表 8 耕 作 規 模 別 山羊所 有 扶 況

0 -3人満 3- 5 5-10 10-15 15-

47 18 20 27

3 2 こ)
3 3 4 3

2 5

2 3 1

2

1

1 2

2

1

1 1

11
3

1

1

2

1

作 無 不 明 1

.-f 60 30 36 44

両 fJ一 率 21.7''rJ 40.020 44.4rf,J/ 38.6'J,,

耕作規模

所 存 類

0

1- 5

6.-10

11-15

16･･-

什 無 木 明

liAr

所 行 率

f-■当 り 平 均

12 5

1

2

㍉

7

6

0

8

1

2

㌦

8

3

6

-

1
3

2

3

表 9 拙作 規 模 別 現 所行 川 尻

0 -3木満 3- 5 5-10 10-15

9

0

4

2

4

1

2

2

6

ll

12

1

7

4

∩コ
4

2

1

5

8

nU

1

l

｣･l

1
lO

7

1

4

＼

1

5

日H

l

1

4

㍉

7

7

6

5

11

8

2

㍉

8

4

2

1

■
4

0

9

1

㌔

4

0

3

I-

.
O

1

nU

1

㌔

6

6

5

莞

∴
0

6

8

I0

0

1

3

.
0

〓J

8 ㌔

nU
7

8

6

.
1

3

【(J

9

1964.10

∩コ
1

3

8

∩コ
6

4

4

2

2

2

4

1

2

1

1

L19

5

8

5

9

･

1

3

1

3

4
1
J

8

6

5

i

4
CU

Jr
1

2

㌧
･

5

4

3

1

7

6

これ川川
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表 10 耕 作 規 模 別 家 鴨 所 有 状 況

50 . 22

1.- 5 5 1

5-10 1 5

ll-15 3 1

16-20

21-

有 無 不 明 1､

計 60

所 有 率 !16.7%

一 戸 当 り 平 均 1.2

5

3

6

1

1

2

i
co
3

9

2

6

6

%

4

1

9

4

.
9

8

5 %

6

6

8

3

.
0

2

3

%

0

7

8

3

.
6

2 2

lV 農 作 業

1. 農 業 暦

以上に述べて来たような環境の中で,農

作業が営まれる｡年間の農作業の配分の一

例を示すと, 表11のようになる｡以下,農

作業の詳細を順を追って記述する｡

2. 整 地

乾季も終 りに近づ く4- 5月頃, 田の申

に残されたわらと稲株 (jerami)が焼かれ

る｡乾季あげの雨は,hujankapalkeranji

とよばれるが, この雨が降り出すと,rTlの

畦 (batastepi)が作られ,整地が始まる｡

整地の方法には,3種類ある｡すなわち,

(1)tajakkaparまたは apong,(2)pen-

ggiling,(3)tenggalaである｡ どの方法

が用いられるかは,土地の事情による｡

(1) tajakkapar(apong)

tajakとは柄の長い大鎌で4-6kgの重さ

がある｡農夫は, この鎌を両手で振 りまわ

しながら葦を刈る｡ tajak を用いて水田の

用意をする方法を,村人は,tajakkaparと

呼ぶ｡kaparとは,切 りとられた苛の意で

10

1
0

3

4

1

22

1

2

18 7

44.4% .71.4%

nUHH

4

69

1

l

】
9

.

1

4

43

%

表 11 農 作 業 の 一 例

(1963年度,10relong耕作の小作農の場合)l

4月上旬

i 芋竃晶 稲株を焼 く

5月

‖
八

月

6

7

9月

上旬ノ
中旬
下旬

上旬

三雲‡

草刈り

両あり(hujankapalkeranji)

20日,畦を作る

27日から約15日間,撃耕

中旬 苗代作り･播種
下旬 19日～20円,土ならし (sisir)

10日頃から,田植え

枯れた出の植え柄え

中旬
下旬 20日,早稲刈入れ

11月上旬

中旬
下旬

12月上旬

中旬
下旬

1月上旬

中旬
下旬

- 10-
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あ る. こU)力̀法 が適 Hは れ るレ).IjI, 仁として 新開地U〕水田で Li;'るこ こし,よ :)I-I所で 黒. UJ吊 ')こ

まず,哩 (batastepi),Jll-作 って, /j(与川に流 し込 む｡ これ 鳥.1relong(約 0･28ha)あた り

1槻3'の作 業で,鍬 (changkul),Jと)臣 ､て 行左 :'｡∴ 畑 二 tajak で 早を (lJろr一 ㌧刷 りに要す ろ労

働 量は, 章のはえ只合や 刈 り手の能 力によ って 異な るが.1relong 耳)た t')1人で, 1刊 か ら 5

刷かか るo 伸 )とった 早が, l週 附 もして 腐敗 し悠い ノ〕る と, 1relong u)/J川 巨/)申に うわ
(batas)状 に 8列に一,みあげ ろ- ニ'J/llL-'出 二悠熊 ｢棋頼 土日と(sisirtanga亘)が 用い J,-さL 1人

で 1日 (刷 夕)でで き E･_る｡ 4TlUI,いた一)と了 擁 〕う告 ぐbataskapar)/Jl二宣 合に 酬 kさせ ろ

ために,底 の方の草 を表面にお きかえ る｡ ･T

が十 分 腐敗 したC/)与圧と ピ サて 711言, 早 U)←)

ね の問に稲の苗を うえ ろJ

も はや開 墾の余地 のないバ //ンラランで･且

こU〕)j法は行 なわれ て い!'JIい ｡ しか し,Tepi
Laut,AyerHitam,Mergong な どの近くcj)

村では,現在 で も行 なわれ てい ろ-

(2) penggiling

penggiling とは, 刈取 った 早と 仁/+i-混ぜ て,

卜,ji-釆らか くし, 上をfi:J〕す たこ/)町にHT,･でf)
る ｡4) これ は,1.5m くらいL)j九人に7cm くJ'

いC/)鉄 の肺が 7(剛 まか り差し込んで あ る｡ 互

人跡 rl心 には鉄 の軸が通 され そしJ)両IT甘悠 さ

らに鉄 の棒に連結 され て, 水牛が こ＼守 るよ う

にな ってい る｡ 水牛が penggiling キニ＼く叫

に, 鉄 の園で 足を傷つ :ナli:い よ うに,penda-

gang とよばれ る小 さな:尾根が:亘､てい る｡

penggiling は,通常 ,畦(batastepl)を J

くって, 水を 入れ . tajak/i,_-用いて ･',.'二を 刷っ

た後に, 刈った 早の腐敗を早 め, 同日封二日 キ

な らす ため に使 用 され る｡10relong(28ha)

の水 川,JiTpenggiling で な らす L/)に , 王 い上I 写真1 pengglling ‖--黒1-li介)

3) 村人は, =LF]･は暑いこう二 12両か∴3時ヒ(持 て:引 損'J'1,JiJL~7 日 IJ〕十前中だ十(軌く二LTiTrsa
pagi(1湖)とい うし､

4) 二J州 具を,Kedah州両部 (Yen邦トJ〕Dulang7:itajakgiling ともい:,,

ll
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い, 2刷の労働を要 し, 3- 4日おきに, 4回ばかり行なわれる｡ 5回以上行なうと土が柔ら

か くなり過ぎ,田植 えに不便なため,通常 4回が限度である｡

パダンラランでは,penggilingを用いる人が少な くないが (3割程度), 単独で用 い る訳で

はなく,牽耕の後に penggilingを行なう｡

鉄製の penggilingが用 い られだしたのは10年 くらい前からで,それ以前には木製のもcDが

用いられていた｡木製の penggilingが用 い られだしたのは20年的 くらいだともいわれるが確

かではない｡

(3) tenggala

tenggalaとは牽掛のことである｡ 牽掛は,畦を作って草を刈 り,山に水を入れた後に行な

う｡要する労働量は,1relongあたり2-3割である｡

写真2 sisirkerbauによる田ならし

この 1週間後,水牛に大きな熊

千(sisirkerbau)をひかせ,川
ならしを行 な う｡ このときも,

sisirtanganの場合と同様に,回

の中に8つばかりのうね (batas)

を作る｡sisirtanganとsisirker-

bau との違いは,前者によるうね

は草が主であるのに対 し,後者で

は, 一字と土がまざっている点であ

る｡sisirkerbauの場合も,だい

たい3-4日おきに, 3度ばかり

うねを作る｡そして最後の用ならしの4日後に,sisirkerbauで土地を平準にする｡このrF･:業

は,perata(rata-eventheground)とよばれ,これに要する労働は,1relongあたり1もりで

ある｡

4年前から,tenggalaに代わって トラクターが使用されるようになったが, まだ十分に普

及していない｡

整地の作業を,村人がどのような形態で行なっているかを示すのが,表12である｡5-10re-

1ongの耕作農家が水牛をもつ割合が高いことは既に示したが, ここでも, 彼等が主として自

らの水牛を使用して,自力で整地する割合が高いことが明らかとなる｡水牛を所有しないにも

かかわらず,自力で整地を行なう者は,水牛所有者から,1期あたり,現金で M$60-120,籾

米で 1kunchaから 1.2kuncha5'程度の借用料を払って, 水牛を借 りる｡ 水牛をもたず,し

かも若い男手を欠 く場合には,水牛と人,あるいは トラクタ-を雇う｡水牛と人の場合には,

12

5) 1kuncha-10naleh-160gantang≒728β,1kunchaは,だいたい M$90に相当する｡

- 12-
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情地作業

F′- 力(水牛 空

Flf)J雄 用(水牛莞

扉 吊(水 牛藍

トラク}]-[水牛TL,l

不 明(水牛蓋
し

計

〓ノし
‖
ノL
r

J

〓
ノし
い
ノし

日羽 ･坪内 :マラヤ北西部の稲作農付

表 12 耕 作規模 別 に み た 情地 作 業

3relong木満 3-5来満 5-10来満 10-15来満 15- 計

墓18(26･7'!r用 22'61･/;j'目 釘39(88･6'''i gil.(55･5''r5 20)2｡28･6rLS･紺81'59･br!'i

b)1(2･3) 呂)2(11･1) a)1(14･3) 4.) 4( 3･0)

＼-.ノ

)

8

1

7

1

2

1

L

t㌧

n

U

4

1
i

･ヽト
ノ

2

8
0
4

＼1.ノ′

＼Iノ

＼
~

ノ

0

3

0

0

3

0

5

1

1

′し

(

(

5

4

3

1̂

'～

+

1
4

0

4
0
3

1 書1 4(22･2) 3)3(4218)2;)32(23･7)

40)4(9･1) " 1(5･6) H 1(14･3)140)14(10･4 )

告 1(5･6) 40)4(3･0)

44)001(63
＼
-
ノ

001(30 (100 ) 18 (100 ) 7 (100) ;135 (100 )

1relong あた り,現 金で M$15-30,粗末なら 25naleh～315nalehを払 うol制あた恒′｣契約

で水牛を他人か ら借 りた者が,こL)jような賃仙 い･:=応 じる場 合がある｡ トラクターU)場合は･

荒おこしだけで,Irelong あた り M$8-10を支払い,成りC))T十業はEJl力で行なうか,a,)るい

はさらに人を扉 う｡

3. 苗 代

耕地の情理 もかな りできた 7月申旬頃か ら, /k件を車 ｣､として(吊に作りがほ じLV)られ るo バ

ダンララン付近には,伝統 1伽 二は 2f招 lT匠眉目巳がある｡一つは浮き苗代 (tapaksemairakit

Roatableseedbed)であ り,他は 晋通の苗代 (tapak semaibiasa)である｡ 前者は,水深U〕

深いところに←)くられ るが,パダンラランは.西隣 りの付に くらべて, L二地がやや高 くなって

いるo)で, 水深 も浅 くなり,浮きF附 し与つ くる人はほとん どいない｡以下, 二つのJj一法につい

てやや詳 しく述べ る｡

(1) 浮 きtrf'目し (tapak semairakit)

tapak semairakitは,米作りのためにiTl上し二C/_)方法だともいわれているが, T川服バかか り,

現在では, この苗床を作る人は少ない0 日のJ rlr'lTSまたは畦に上を盛 り上げ, 多くの刈り 早を し

き,その上 にバナナの葉を3m lm くらいに敷き,さらにその上 に1.6cm くらいの上をFTJr7_く｡

灯,木などで もよいといわれているが,これにIj:T-一問がいるので行なわれない｡上 にかぶせ る

土には粘土質のも0)が艮 いといわれ,こCJ)_日 二相を播 く｡

種籾の 量は, 通常ojTF十代0_)場合, 本用 1relong あた り 2gantang(10aあた り約 3･24)要

す るといわれ るが, 浮き苗代の場合には 発芽率がよいので, 1relong あた り 1･5gantang

(10aあた り2.44)で足りるとされる｡ 種籾.'ま, 2J車 く付二-つ上 さらに 31川H,除にむ し7)

伏o)ものに広げてlE.rll;1くと発芽しほ じさzjる｡

ー-13-13
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播種は,農事暦 (natijahmusimbendang)に従い,牛前5時頃(suboh)にすぼる座 (bintang

tujoh,Pleiades)が見られたtlの勧 7時頃に行なうのが最 もよいとされるが, これに注意 して

いる人は少ない｡普通は大候を見て適当に仕事をはじめる｡

播かれた種は,強い陽光を避け,鳥に食べられないように,草 (rumputmenyolok)で覆 う｡

が浮 くようになっているO

播種の後,約 1週間もすると,稲は 10cm くらいに成長する｡出が30-40本 くらい付着 して

いる約 10cm 平jjOj土のかたまりを, 今度は,7-8cm くらいの間隔を鍔いて,普通の水苗代

(tapaksemaibiasa)に移柚する｡ この苗代は, Ⅲ植えの時の便宜を戦略的に考えて, 本田

の適当な場所 (通常畦沿い)に作られ,その山も封ま,本日｣の約30分の 1であるO宙の先端が水

面の上に出ていなければならないので,苗床の土は高く盛り上げられる｡そして苗代が,鼠,

毛虫,家鴨,水牛などに荒 らされないように,細い切 り竹を詰めたてた垣で囲む｡垣のために,

ときには古い魚 綱が用いられる｡JlI和Iiえは,この後,50日余 りたって行なわれるが,雨が多 く

て,水墨がふえ過ぎた場合には,しばしば延期される｡

(2) 水苗代 (tapaksemaibiasa)

水苗代は,皿の土を鋤いた (tenggala)後,鵠鍬をかけて土をならし (sisir),苗代の部分C/)

土を盛 り上げて,排水 して作る｡ 苗床は,バナナの幹 (batangpokokpisang)またはニッパ

写真3 細い切り竹を詰めたてた壇で
かこまれた苗代,水深をバケ
ツで調節する

14

oj幹 (batangpokoknipah)杏,ひもで結わえてロー

ラー (badai)とし,人力または水牛でひっぼり,土を

平 らにして作る｡バナナの幹は,土が付着せず,極い

ため,好んで用いられる｡

種籾の用意の仕方,苗代の人きさは既述の通 りであ

る｡

菌が 5cm くらいにまで成長すると, そろそろ苗代

の申に水を入れはじめるが,苗の先端が常に水血上に

出ているように注意される｡また,水深は,7-10cm

以上にならないようにされる｡あまり水が深いと苗が

やわらか くなり,苗を(ltき抜 くのに囲るからであると

いう｡既に述べたように,この地域では,満潮時に海

水が漕潜水路に逆流 して来るのを防 ぐため水門が閉ざ

され,雨の降り具合によれば,水が非常に深 くなるお

それもあるので,水深にはかなりの注意が払われ る｡

水甘代の場合には,日柄えまで40-50日かかる｡

- 14-
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4. 日l 机 え

日柄えは 後述するように∴衣朕,近隣,

視族,雇用者などC,刃口司作業として行なわ
/iLる｡什rJTIIの内容は以 卜C/)通 りであるし

まず甘代で,直径 10cm くらいU力FJ{T-uJ束

を作る｡ この時,眉はもう70-90cm くら

いに/i:_長している｡ 眉oj葉先を30cm 勇陳

して,日'Jjk量で株間が 30cm あるい./a:それ

以上0jll:_方形帖 えを行なう｡

(皿穴えは, 手柚えによる場合と, kuku

kambing とよばれ る 11｣帖 え棒を用いる場

深柚の傾向が あるO

旧柚えU)2- 3日後に,根o)-)かない情

をひき抜いて帖えかえる｡ これを menyu-

1am (replantfreshseedlingsinplaceof

onesdead) という｡

バ グ ン ラ ラ ンに お い て は , 古 くは baja

写真4 苗代から昭を○きぬき車にす ろ

写真5 葉先をL)JIlとられたFfTtl.の来

写真6 kukukambing とよばれろll1植えの道,Fと(左上L_植えかた (右)

- 15-15
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写真7 田 植 え

bukit(丘の肥料)とよばれるこうもりの糞

が肥料として用いられたが,近年では硫安

(bajagula)や,配合肥料 (bajachampo-

ran)などの 化′､捌巴料 が用い られるように

なった｡施肥は,借地が済んでl桐h:えをす

る前に 1回,江湘iえ後さらに 1回というの

が普通である｡熱心な人は,出植え後 しば

らくして,稲の往長の悪い個所に適 宜ま く

こともある｡

5. 本 山門理 と災害対策

用植え後の主な仕事は,小さな tajakで除 草 すること,ねずみなどの害に気をつけること,

水深を 2- 3日おきに見に行 くことなどである｡ 以下,主な災膏 について述べる｡

(1) 水 吉

u植え後の水深の調節は極めて重要であるが,漕翫 ･排水設備 が十分ではないので,降雨量

の多少によって変化する水量の調節は,完全には行なわれない｡

例えば,1963年に,水田の水量を調節するために,村のrL1央を二貫流するアロ-ルジャングス

川の土手を高 くもり上げ,この川に連なる水路との境に,水門が設けられた｡ この工事の目的

は,水不足の時に,水Ⅲに適 当 な水深を保たせるためであったO しかし,こ0)ことは,逆に排

水を悪化させる結果となった｡

1964年は,雨 量が特に多い年ではなかったが,排水が良 くなかったために,村の北西部の低

地では,水深が増し,Ll珊 TIえ後に苗が枯れて被害を蒙った農家が少なくない｡村人の伝えると

ころによれば,KubangJawa,KubangJawi,TepiLaut,Mergongなどの近接する低地の村

に被書が多く,パダンラランでも約60%の水皿で,苗枯れの被害があったといわれている｡

このような苗枯れに際 して農艮が苦労するのは,新たに苗を探すことである｡植えかえのた

めには,苗代の苗を購入するのが最適であるが,被害地は菌不足となるので,自然,遠方から

求めねばならないようになる｡5km ほど離れた所から苗を運搬する場合,どうしても運賃が必

要となる｡

1relongの水出に要する苗oj量は30束 (unting)であるが, その値段は 1束20セン ト, 封

M$6である｡ 自転由で運ぶのに人を雇 うとすれば, 1回に10東運んで50セントである｡ 川舟

(sampan)では, 1度に100束 くらい運べるが, 1東あたりの運賃は, 自転車の場合と同じく

らいかかる｡植えかえのために人を雇用すれば,その費用は,1relongあたり,M$7である｡

従って,植えかえを全部,賃労働で行なえば,1relongあたり,M$14.50かかる｡

しかし,苗代の苗を購入することは,需要も多いから容bjJではないOそれにあまり (3カ月

16 ー 16 -
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以上)生長した苗はよくないとされるO このような場合,植えかえの苗として,すでに本LL=こ

移植 してある稲を用いる｡稲の 1株 (perdu)は,6つに分けることができ,1relongの稲は,

6relongの閏に植えかえられるという｡ 3カ月 くらいの稲の代価は,1relongあたり M$40-

50といわれる｡この場合,植えかえられた稲の称は,通常のもojより小さくなるため,米の収

量は2/3くらいにまで減少する｡

1964年のパダンラランの水害は,[摘f7:え後 2-3日から1週間後のことであったから,あま

り問題はなかった｡

(2) 早 題

字鬼射まあまりおこらないといわれる.しかし,15年前に,かなりひどい水不足があり,収穫

は平年の1/3くらいしかなかったといわれている｡ この時には, 小作農の中 には,小作料を払

えなかった者 も少なくなかった｡男はあらゆる賃労働をし,女は龍 (bakul)とござ (tikal)を

作って売 り,生活の糧を得たという｡

毎年 5月頃に, 雨乞いのための共食儀礼 (kenduritolakbala)が, イスラムC')宗教教師

(guruugama)を中心として行なわれる｡

(3) ねずみの告

10年前頃まで , ねずみが多 く,防御の適当な手段がなかったうえ,ねずみをいじめる人はひ

どい目に会 うという信仰さえあった｡それゆえ,宗教に詳しい人 (Orangalim)に頼んで,紙

にコ-ランの文句 を吉いてもらい,ねずみ除け (azimattikus) として,田の中に入れた｡

10年ほど前から, 竹で作ったねずみ取 り (perangkaptikus)を仕掛けるようになった｡ 現

在では,ねずみがあまり多いと,農業局から毒薬をもらって使用するO

写真8 稲 刈 り 鎌

･･17---

写真9 稲 刈 り

17
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写真10 脱 こ く 写真11 脱こくの用具 tongとtanggatong

6. 刈 り入 れ

(l) 稲刈り (memotong)

稲刈りは主に女性の仕事で,後述するように,家族員,ゆい (berderau)のメンバー,雇用

労働団(Sharegroup)などによって行なわれる｡1.5m くらいに生長した稲の根の方を30-40cm

ほど残して,稲刈り鎌 (pisaupengerat)で刈り,刈った稲は,直径25cm くらいの束にして,

しぼらずに刈った地点に置いておくO

(2) 脱こく (memukul) と風選 (mengeroi)

刈り取られた稲の束を主に男性が,板 (papaれ)の上においた,まわりをござ (tikal)でおお

写真12 自然の風による風速

18

写真13 手まわし扇風機による風選
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った ｢おけ｣(tong)の中の, 小さなはしご様のもの

(tanggatong)の上にたたきつけて,脱こくを行なう｡

この後, 籾は竹製の ｢ふるい｣(nyiru)にかけて風

選されるO ちょうどこの時硯は,東風 (angintimor)

が強いので,自然の風を利用すれば十分である｡風の

ない時には,手回し扇風機 (kipasangin)が用いられ

る｡ この扇風機を使用すると,1kunchaの籾米の風

速に,20セントの借用料を払わねばならない｡

風選が済んだ籾米 は, 家のそばに建てられた 穀倉

(jelapang)の中に保存される｡

V 稲 作 の 共 同 労 働

]. 労 働 の 形 態

稲作の作業の内で,共同労働を必要とするものは,
写真14 穀倉 (jelapang)

山捕 え,刈入れ,脱穀である.これらの労働の形態として,村人は理念として,三つC/)ものが

あると考えている｡

第 1は, 家族員の共同だけによる最も単純な形で, 村人は, このことを buatbendang

sendiriという｡sendiriというのは, ｢独力で｣という意味である｡村ノ∪こよれば,3relong

未満の経営規模なら,家族員の労働力で,団植えは十分行なえるという｡しかし,実際に検討

してみると,3rolong未満の農家30戸のうち,家族員のみでLf]植えを済ませているのは,わず

か8戸であるoこれは,既に述べたように,マレ-人の家族C/)主な型が単純な核家族であり,

家族内に労働力の余力が少ないという事実と関連 しているように思われる｡

第 2は,家族間の労働力の交換による伝統的な共同の形態であり,derauまたは動詞で ber-

derau とよばれている｡derau とは, 近隣ならびに近 くに居住する親族の間で, 一定の耕地

山根 (5-10relong)を基準にして, 5-20戸の農家がそれぞれの持ち分の水LUで, 順次共同

でⅢ植えや刈入れを行なう共同労働の形態である｡

闇抽えや刈入れは,原則として女性の仕事であると考えられているために,各農家からderau

に参加するのは,女牲 1名である.EH柾lIえの場合には, 情運び (atorsemai)山里件が,derau

の規模の大小により, 1名または 2名参加 している場合もあるが,リ川:.揺-湖封二,女性と共に

これらの労働に従事することを恥ずべきことと考えている｡

derauは, どちらかといえば, 刈入れよl)も旧柄えにおいて, よ～)しばしは行なわれる｡

derauに参加する各家族の闇係は,あ くまで対等であるが,閏定 したもU)ではない｡従って,

- 19-- 19
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derau集団の構成は,必ずしも毎年同じではない｡

第 3は,不足の労働力を雇用 (upah)によって補なう形態である｡村人が upahという場合,

性格の違った二通りのものがある｡いわゆる近代的な賃労働としてのupahと,かなり古 くか

ら存在 している個別主義的な upah とである｡

前者の場合には,被雇用者は誰であってもよく,雇用者は誰を雇用しようとも,公平な態度

をとるのを原則とする｡ 15,6年前から, パダンララン村にも顕著に見 られるようになった

upahは,零細農家や農業労働者の女性から構成される作業集団の雇用である｡ この集団的労

働によって得 られた収益は,成員間で公平に分配されるために,村人は,この集団の労働形態

写真15 田植えの Sharegroup

を,英語の share,または中国語源の kongsi

と呼んでいる｡relongあたりの雇用賃金が,

閏植えの場合には,ほぼ一定 しているのに対

し,刈入れの場合には,早生や晩生の稲によ

って異なるので,shareは刈入れの場合によ

り多 く行なわれる｡

後者の場合には,雇用者と被雇用者とが個

別的な関係にあり,しかもこの雇用関係にお

ける賃金は,労働に対する報酬という意味以

外の社会的意味- 生計の援助とか扶養- をも有 している.労働力が家族内にない場合,そ

の家族 と個別的な関係のある親族または近隣者を雇って,derauに参加させる形の upahもこ

れに入る｡

2. 現実の共同労働組織

[=コ 農懲(新字は耕作面積.｢､-relong)
[亙]- [亘]AはRを居間

図2 derau(+upah):基準耕地面積10relong
の場合

20

以上の中で,最も共同的な色彩が強いのが
derauであるが,この純粋な形は近年ほとん

ど行なわれず, 村人が derau と呼んでいる

ものは,大部分 ｢derau+upah｣の形式であ

る｡例えば,図 2におけるように,derauの

構成農家の経営規模は,必ずしも一定の基準

耕地面積に満つるものばかりではない｡この

場合,そのような農家は,耕地の不足分を,他

の家族の被雇用者 となって集めて くる｡また

労働力のない農家では,誰かを雇って derau

に参加させる場合もある｡

このような derauが終了した後に,derau

-20-
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a)構成員の申の貧農や働き者が, shareの集団を構成 し, 雇用者 を求めて仕事をするのか,

shareの一般的な形であるD もっとも最初か ら Sharegroupを構成するものもある｡

Ⅲ植えと刈入れについて,各農家が,上述の労働形態のいずれをとるかを調べると,表13お

よび表14のようになる｡sendiri型は,農家の耕作規模が小さいほどその割合が高 く,berderau

型は,5-10relongの中堅農家において, その割合が最 も高いことが知 られる｡upah型の割

合は,耕作面積が増加するにつれて多 くなっている｡

刈入れの場合には,田植えに比 して upahが多い｡ これは,既に述べたように,稲の,ldrl種に

よって,必要な労力が異なり,平等な労力の交換が行なわれ得ないからであるO

さらに,刈入れ時には,東海岸の Kelantan や,タイ領の Pataniなどから,出稼ぎ労働者

表 13 耕作規模別にみたLu植えの労働形態

Ⅲ作現代

労働形態

S

B

Share

U

S+B

S+U

B+U

不 明

計

3relong未満 3-5未満

8(26.7)%･ 9(25.0)%

8(26.7) 16(44.4)

1(3.3) 0( 0)

8(26.7) 11(30.6)

1(3.3) 0( 0)

0( 0) 0( 0 )

1(3.3) 0(0)
3(10.0) 0( 0)

30(100) 36(100)

S-sendiri,B-berderau,U-upah

S

B

Share

U

S+B

S+U

B+U

Share+U

S+B+Share+U

不 明

1964.10

11

22(50.0) 4(22.2) 2(28.6) F52(38.4)

1(2.3) 2(ll.1)

14(31.8) 10(55.5)

2(4.5) 0( 0)

0( 0) 1(5.6)

1(2.3) 0( 0)

0( 0) 1(5.6)

44(100) 18(100)

表 14 耕作規模別にみた刈入れの労働形態

3relong未満 3-5未満

9(30.0)% ; 10(27.8)%

4(13.3) 7(19.4)

2(6.7) 1(2.8)

10(33.4) 17(47.2)

1(3.3) 0( 0)

0( 0)0( 0)

0( 0) 1(2.8)

0( 0)0( 0) 0( 0)0( 0)

4(13.3) 0( 0)

計 F30(100) 36(100)

S-sendiri,B-berderau,U-upall

0( 0) 1 4(3.0)

1

0( 0) 1(0.7)

0( 0) 2(1.5)

0( 0) 4(3.0)

7(100) 135(100)

1964.10

1

2(4.5)% 1(5.6)% 0( 0)% 22(16.3)%

10(22.7) 1(5.6)

5(ll.4) 2(ll.1)

23(52.2) 11(61.0)

0( 0) 0( 0)

1(2.3) 2(ll.1)

0( 0) 0( 0)

1(2.3) 0( 0)1(2.3) 0( 0)

1(2.3) 1(5.6)

44(100) 18(100)

一一21--一

0( 0 ) 22(16.3)

0( 0) 10(7.4)

7(100) 68(50.6)

0( 0) 1(0.7)

0( 0) 3(2.2)

0( 0) 1(0.7)0( 0) 1(0.7)0( 0) 1(0.7)

7(100) 135(100)
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表 15 出 稼 ぎ 労 働 者 の 雇 用 1964.10

耕作規模

被雇用者
の世身地

Kelantanのみ

Kelantan+
PadangLalang

Kelantan+Patani

Pataniのみ

Patani+
PadangLalang

BukitMertajam

計

一二,I-,---I-一 丁 - _一二∴

l 上 上

5

計

- :I

が, 数名の組 となってやっ

て来る｡ これらの労働者を

雇用 した農家は, 1963年度

には11戸あった｡ その詳細

は, 表15の通りである｡

1 刈入れの場合には,derau

を行ない難い理由が 明白で

あるが,田植えの場合には,

なぜ, 純粋な derau が行

なわれないので あろうか｡

upahを多 くしている社会

経済的条件を指摘すれば次のようになる｡

第 1に,経営規模が貧農から富農-と拡散的に異なっていて,平均化 していないため,近隣

者の問で,純粋な derauの集団を編成 しにくい｡

第 2に,一方では均分に近い相続法6)と人口増加による農地の細分化が進行 し,他方,広い

通婚圏や貧農の離村によるかなり活発な地域的移動などの結果,農地の売買,貸借がひんぽん

に行なわれて,経営規模が変動し易い状態にある｡それゆえ,derau集団の構成家族の関係を

永続的に固定することが困難となり,また純粋な derau集団の編成もむずかしい｡

第 3に,マレ-人の家族構成は,原則として核家族であり,家族労働力に余力がないO若い

世代では,女性が,妊娠,子供の養育,病気などで働けない場合には,たとえ経営規模が小さ

くても,upah によらざるを得ない事態が発生 し易い｡

第 4に,個人本位的な財の所有形態が存在 し,自分で農地を所有管理する強い傾向がある｡

従 って,親が老令になれば,子に農地を小作させるか,子を農業労働者 として雇用する｡7'

つまり,農家経済の点からほ, 純粋な derauを行なうことが理想的ではあるが,上記のよ

うな社会的 ･経済的条件が,upahを避け得ないような体制を形づ くっているのである｡ 従っ

て,人を雇 うことが多いことや,自力だけで農業を営む事例が少ないことは,必ずしも,よく

言われるようなマレ-人の怠惰な性質によるとは考えられず,また,都市から近代的な賃金雇

用の観念の影響をうけたためであるともいえないように思える｡ くり返せば,マレー人農民の

社会構造の内面的性格によるところが少なくないのである｡
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6) パダンララン村では, 男子を優先しつつも均分的な傾向をもつイスラム法による相続と, 慣習法
(adat)による男女に平等な均分相続とが並存する｡ 詳細は,口羽 ･坪内･前田 ｢マラヤ北西部の稲

作農村- 農地所有の零細化について｣『東南アジア研究』第3巻第1号,pp.48-51参照｡

7) cf.口羽 ･坪内･前田 oP.cit.,pp･38-41･
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